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表 1 TC77 が作成する IEC 61000 シリーズの構成 

パート 規定内容

パート 1：一般 

・基本概念（基本原理、定義、用語）―― 干渉モデル

・機能安全性（安全が機能し、かつ満足に実行されているアプローチ）

・測定の不確かさ

パート 2：環境 

・環境の表現

・環境のクラス分類

・両立性レベル

パート 3：限度値 
・エミッション限度値

・イミュニティ限度値（製品委員会の責任で規格化されない場合）

パート 4： 
試験と測定技術

・測定技術

・試験技術

パート 5：設置と 
対策ガイドライン

・設置ガイドライン

・対策方法とデバイス

パート 6：共通規格 ・様々な環境における共通的なエミッションとイミュニティ要求

パート 9：雑則 
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1. まえがき

IEC（国際電気標準会議）の TC77（第 77 専門委員会：EMC 規格を作成）で作成する EMC 規格は IEC

61000 シリーズの番号が付与されているが、パート 1（一般）からパート９（雑則）のパートで構成さ

れている 1-5)。 

本稿では、IEC 61000 シリーズのパート構成を説明するとともに、IEC 61000-1（一般）シリーズの規

格を紹介する。

2. IEC 61000 シリーズのパート構成

IEC のホームページに存在する EMC Zone では、EMC 規格に関する様々な情報が掲載されている。そ

の中に、TC77が作成する規格である IEC 61000シリーズの紹介をしているが、表1に示すような IEC 61000

シリーズのパート構成が掲載されている 4)。

パート 1（一般）では、定義、用語等の基本概念、機能安全性及び測定の不確かさに関連する基本的

な規格が存在する。パート 2（環境）では、様々な電磁環境やそのクラス分類、電力系統における両立

性レベル等に関連する規格が存在する。パート 3（限度値）では、主として、電力系統における低周波

（9 kHz 以下）のエミッション限度値を規定する規格が存在する。なお、高周波（9 kHz 超）におけるエ

ミッション限度値は CISPR が作成する製品群規格で規定している 6)。
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パート 4（試験と測定技術）では、様々なイミュニティ試験法に関する規格が多数存在しており、か

つ、低周波におけるエミッション測定法も存在する。なお、高周波におけるエミッション測定法に関す

る規格は、CISPR が作成する CISPR 16 シリーズの規格で規定している 6)。パート 5（設置と対策ガイド

ライン）では、装置の設置方法と EMC 対策方法に関するガイドラインを規定した規格が存在する。パー

ト 6（共通規格）では、住宅、商業、工業等の環境に設置される全ての装置に対するエミッションとイ

ミュニティ限度値を規定した共通規格が存在する。パート 7 とパート 8 は、現在のところ、欠番である。

パート 9（雑則）は設けられているが、現在のところ、対応する規格は存在しない。 

 

3.  IEC 61000-1（一般）シリーズの規格 

TC77 及びその SC が作成する規格 IEC 61000-1（一般）シリーズの規格を表 2 に示す。IEC TR 61000-1-1

はTC77の親委員会で作成され、EMCに関する基本的な用語と定義に関する適用と解釈を規定している。

IEC TR 61000-1-1 は JISC（日本工業標準調査会）で TR C 0007:1997 として TR が発行されたが、2002 年

8 月に廃止されている。一方、EMC に関する用語は TC1（用語）で作成された規格 IEC 60050-161 で規

定されている。この規格は、JIS C 60050-161:1997「EMC に関する IEV 用語」として 1997 年 11 月に JIS

が発行され、最新確認は 2013 年 10 月になされている。 

IEC TR 61000-1-2 も TC77 の親委員会で作成され、電気・電子システムに対する EMC から見た機能的

安全性を実現するための方法論を規定している。IEC TR 61000-1-3 は、高電磁界過渡現象に関する EMC

規格を作成する SC77C で作成され、高高度で核爆発した時に発生する強力な電磁パルス（HEMP: 

High-aititude ElectroMagnetic Pulse）に対する民生機器・システムへの影響を規定している。IEC TR 61000-1-4

は、低周波の EMC 規格を作成する SC77A で作成され、電源周波数の高調波電流に対する限度値を規定

する規格に関する歴史的な経緯を説明している。 

IEC TR 61000-1-5はSC77Cで作成され、HEMPほど強くはないが、100V/m以上の高電磁界（HPEM: High 

Power ElectroMagnetics）中に存在する民生システムの電磁現象に関する基本的な事項を紹介している。

IEC TR 61000-1-6 は TC77 の親委員会及び CIS/A との共同作業部会（JWG）で作成され、測定の不確か

さを評価する場合のガイドを規定している。IEC TR 61000-1-7 は SC77A で作成され、単相システムの電

力系統において、様々な電力品質の定義と非正弦波条件における力率との関係を規定している。IEC TR 

61000-1-8 は SC77A で作成中であり、77A/1002/DTR が 2018 年 6 月に配布されている。商用電源系統に

おける高調波電流エミッションと電圧の位相角に関する基本的な事項を規定している。 
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表 2 TC/SC77 が作成する規格 IEC 61000-1（一般）シリーズの規格（2018-07 現在） 

規格番号 最新版 作成組織 規    格    名    称 

IEC TR 61000-1-1 Ed.1.0: 92-05 TC77 
電磁両立性 第 1-1 部：一般  
基本的な用語と定義に関する適用と解釈 

IEC TR 61000-1-2 Ed.1.0: 16-04 TC77 

電磁両立性 第 1-2 部：一般  
電磁現象に関連する装置を含む電気・電子システムに

対する機能的安全性実現のための方法論 

IEC TR 61000-1-3 Ed.1.0: 02-06 SC77C 
電磁両立性 第 1-3 部：一般  
民生機器・システムに対する高高度 EMP（HEMP）の

効果 

IEC TR 61000-1-4 Ed.1.0: 05-05 SC77A 

電磁両立性 第 1-4 部：一般  
周波数 2kHz 以下において装置からエミッションされ

る電源高調波電流限度値に関する歴史的関係 

IEC TR 61000-1-5 Ed.1.0: 04-11 SC77C 
電磁両立性 第 1-5 部：一般  
民生システムに対する高電磁界（HPEM） 

IEC TR 61000-1-6 Ed.1.0: 12-07 
TC77 
CIS/A 

電磁両立性 第 1-6 部：一般  
測定不確かさの評価に関するガイド 

IEC TR 61000-1-7 Ed.1.0: 16-02 SC77A 
電磁両立性 第 1-7 部：一般  
非正弦波条件における単相システムの力率 

IEC TR 61000-1-8 
77A/1002/DTR: 
18-06 SC77A 

電磁両立性 第 1-8 部：一般  
商用電源系統における高調波電流エミッションと電圧

の位相角 
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